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南海トラフの「最大クラスの津波」に関する古津波堆積物の調査
Researches on largest-possible mega tsunamis along the Nankai trough based on exami-
nation of paleotsunami deposits
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東北地方太平洋沖地震に伴う巨大津波による災害を教訓に，国は，南海トラフの地震活動の長期評価の第二版を公表
し，発生しうる地震の多様性を考慮し，地震の最大規模はマグニチュード 9.1に引き上げた．また，国は「南海トラフに
おけるあらゆる可能性を考慮した最大クラスの津波」を公表し，南海トラフの沿岸の一部では 20mを超える．ただし，
国は，想定は限られた科学的知見に基づくので，古文書調査や津波堆積物調査等の一層の促進を図り，巨大地震の全容
を解明するための継続的な努力が必要と述べている．これを受けて，本学会に所属する研究者は静岡県の南海トラフ沿
岸の海岸低地でボーリング掘削やトレンチ調査などを行っているが，現在までに「最大クラスの津波」の津波堆積物は
検出されていない.
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